
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトルが少々軽いので引いてしまう人がいるかもしれない。著者はコロンビア大大学院でMBA

を取得した人で、ハーバード経営大学院の教授陣に直接インタビューした内容が盛られている。歴

史、政治、経済等から映画・アニメまで、いかに多くの教員が日本を研究しているかに驚かされる

とともに、海外の目を通して意外な日本を提示してくれる。特に印象的なのは、日本で知られてい

ない（と思われる）テッセイ（何の会社でしょう？）やトヨタなどの様々なエピソードで各日本企

業の独自性を解説した章である。 

著者が Geoffrey Jones 教授に「なぜ日本の若者の留学志望者が減少し、内向きになってしまったの

か」と問うと「日本が快適すぎる社会で、安くて美味しいレストランがあり、電車は遅れない、犯

罪も少ない、英語が話せなくても不自由はない。こういう社会で育つと、国外に出ると実に不便に

感じ、海外に出ようとしなくなってしまう。これこそが日本が抱えるジレンマである。」と回答。

単なる日本礼賛に終わらずに、最後には今後の課題を提示している。 
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